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教育長定例記者会見 会見録 

 

日時：平成２９年１１月８日 １１時３０分～ 

場所：教育委員室 

 

発表項目 

・県立特別支援学校「清掃技能検定」「看護・介助業務補助技能検定」の実施について 

 

質疑事項 

・県外からの県立高等学校への入学志願について 

・英語教育について 

・県立特別支援学校における技能検定について 

・部活動ガイドラインについて 

・いじめ防止について 

 

発表項目 

（教育長）それでは私の方から特別支援学校における技能検定について発表させていただ

きます。県立特別支援学校高等部生徒を対象とした清掃技能検定を、１１月２１日に三重

県人権センターにおいて、看護・介助業務補助技能検定を１２月１１日に三重県合同ビル

において、それぞれ実施します。これらの技能検定は、日頃の作業学習等で生徒が身につ

けた知識、技能、態度などを評価し、習得状況に応じて資格を認定することを通して、将

来の職業的自立に向けて必要な力を育成することを目的としています。 

 清掃技能検定は、平成 24年度に第１回目を実施し、今年で６年目(11 回目)です。三重

県ビルメンテナンス協会にご協力をいただき、検定の前には、各校において、指導者の派

遣による実技指導もしていただいています。今回は、７校から７２名の生徒が参加し、比

較的難易度の高い｢水拭きモップ｣｢スクイジー(窓ふき)｣｢真空掃除機｣の３種目を実施しま

す。  

 看護・介助業務補助技能検定は、平成 27年度に第１回目を実施し、３年目(３回目)にな

ります。ＪＡ三重厚生連のグループ株式会社である三厚連ウイズにご協力をいただき、こ

ちらも検定前には、講習会で実技指導をしていただいています。種目としては、看護・介

助業務の基本である「身だしなみ・清潔」とともに、「ベッドメイキング」「車椅子介助」

の２種目を実施します。 

いずれの検定も、審査では、作業手順の「正確さ」「ていねいさ」「挨拶などの態度」な

どについて評価をし、10 級から１級までの認定証を生徒に渡しています。 

これらの技能検定は、生徒にとって日頃の学習の成果を発揮し自信をつけるとともに、

就職に向けた意欲を高める機会となっています。当日は、練習とは違い、他校の生徒が大

勢集まる中で検定を受けることで、緊張する生徒もいますが、毎回、最後まで諦めずに取

り組む姿が見られます。県教育委員会としましては、より多くの方々に特別支援学校にお

ける技能検定の取組について知っていただきたいと考えております。 
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 なお、当日、一部の生徒については、本人の希望により個人が特定される撮影を控えて

いただく場合がございますので、ご理解、ご協力をお願いいたします。詳細につきまして

は、当日ご案内させていただきます。 

 

質疑 

○県外からの県立高等学校への入学志願について 

（質）今日の教育委員会で議題となったと思うんですけれども、例の越境の話について、

どういう協議が進められたか。 

（答）第４回検討会で検討していただいた結果、３つの類型に分類ということがございま

した。その中の活性化協議会というものがどういうものであるのかという質問、５パ

ーセントという数値についてはどのような根拠のものか、県内生徒の通学の公平性の

ことを考えることの方向性は決めているのかというご質問がございました。そのこと

に関してですけれども、県内中学生との公平性の確保のところについては、関連する

ことであるので、この検討会で議論した方がいいのではという意見がございました。

検討対象校ですけども、活性化協議会を設置している学校云々については十分に理解

できるし、必要だと思うというようなご意見、先ほどの県内中学生のところに関わる

ことかもわかりませんが、北勢の子が紀南の方へ行って一生懸命勉強したいとか、あ

るいはスポーツについても北勢の方でやりたいとかいうこともあるだろうから、こう

いうこともこの中で検討してもらったらどうだろうかという意見もありました。あと

は当初のときから、ずっと公開で報告しておりますが、子どもたち自身の満足度とい

うのも把握していく、２ページの３、今後のスケジュールの中で、検討対象校は「Ｐ

ＴＡ等から意見を聞いたうえで」となっているけれども、この「等」の中には子ども

自身の意見も聞いて把握していく必要があるんじゃないかというご意見も頂戴しまし

た。出ていた意見は以上でございます。 

（質）協議とこれまでの検討会で、素案に向けての一定程度目処が立ったという段階だと

思うんですけど、現状のものを受けての所感を。それと今日の教育委員会の意見を受

けての所感を。 

（答）まず後者の方から。教育委員の方からも十分理解できるとか、そういう話もありま

したので、検討会でこういう形にまとまってきた方向については、県外からの生徒に

三重県にも来ていただくという方向で進めていくということでやっていかなければい

けないなと思います。それからもう一つ、検討会でまとめてもらったことについての

所見ということですが、最初はスポーツで、俗に言う越境入学というところから始ま

ったんですけれども、結局は学校の活性化協議、地域の活性化とかそういうことを考

えながら、一つの良い機会になったのではないかというふうに思います。県外から三

重県に来てもらって地域をどうやって活性化するのか、それと子どもたちと交流して

どうやって進めていけば良いのかとかを考える非常に良いきっかけになったと今はそ

う思います。 

（質）前回の検討会では、２月までにパブリックコメントも終えて素案をまとめるという

話で進んでたと思うんですけども、今日の教育委員会の内容をうかがうと、いくつか

検討会でやった方がいいんじゃないかというところがあったということだと思うんで
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すけど、それを受けても、まだ２月までにパブリックコメントを終えて素案をまとめ

て次で決めるというスケジュールに変更はないんですか。 

（答）検討会の回数などの細かいところではありますけれども、今のところは次の受験に

向けてという子どもたちのことを考えて事務を進めていますので、大きなスケジュー

ルの変更はありません。 

（質）教育長としてはもう議論は尽くされていると思いますか。 

（答）検討の中で委員からも、具体的なイメージがわかるものがほしいみたいなのもあり

ましたので、そういう意味合いでも皆さんと相談しながら、こういうふうに出てって

いますので、尽くされたかというといろいろあるかもしれませんが、段々進化してき

たなという印象をもっています。 

（質）尽くされたとお考えですか。 

（答）委員からもいろいろ意見が出ていましたが、県内中学生の通学区域の話があります

ので、そこについてはまだしないといけないのと、野球についてどういうふうにして

いくのかということもあります。あとはパブリックコメントということでこういうふ

うに具体的な形で県民の皆さんにお示ししたので、どういう意見が出てくるのかとい

うのを踏まえないと、というふうに思っていますので、尽くされたとは言い切れませ

んが、具体的になってきたのかなと印象は持っています。 

（質）前回の検討会での積み残しになっていた硬式野球の扱いについては、資料では直近

５年間ということになっていますが、この基準で確定したということですか。 

（答）確定というか、前回の会議の後に教育委員会と会長で確認するという発言でまとま

ったと思いますので、今日、教育委員会の皆さんにお見せして異論もありませんでし

た。もちろん大賛成ということでもなかったですが、確定というか、もう一度第５回

の検討会でお示ししながらというところまでいかないと確定にはなりません。 

（質）次の検討会はパブリックコメントのあとにやるわけですよね。 

（答）今の予定ではそうです。 

（質）硬式野球は今回の問題でもサッカーに次いで人数が多い種目だったと思うんですが、

そこを曖昧にしたままパブリックコメントにかけてしまうということについて、その

進行自体には拙速という思いはありませんか。 

（答）曖昧と言われてしまえばそうかもしれませんが、直近５年間に全国大会に出場した

硬式野球を有する学校ということですので、確定という言葉にこだわってしまったの

で、検討委員会があるのにということを申し上げましたけど、そういう意味合いでは

会長と確認させていただいた内容がこれですので、確定という言葉ではなくて提示で

きたと思っています。 

（質）県内の中学生との公平性ということですが、これは検討会でどういうふうにするか

結論を出してもらうという方向で決まったということですか。 

（答）今日の教育委員会でそういう意見がありましたということで、持ち帰っていますの

で、会長とも相談させていただきたいと思っています。 

（質）その方向で検討するということですね。 

（質）次回の検討会で最後ですか。 

（答）その予定です。 
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（質）公平性という部分を詰めて、野球部の部分をコンクリートしたらほぼ終わりという

こと？ 

（答）パブリックコメントもございますので、どうなるかはわかりませんが、大体コンク

リートできてくるかなと思っています。 

（質）検討会としてはすでに県外からも許可ということで話がまとまって素案らしいもの

もできて、教育委員会としては県外からの受入れについての方針を決めたということ

ですか。 

（答）今日教育委員会で報告させていただいたので、第５回、最後の検討会でどうなるか

を待たないと私の一存では決められないですが、方向性としてはそういう方向で動い

ていると思っています。 

（質）県教育委員会としてですか。 

（答）教育委員会で今日話し合って、これではだめだということもなかったので、教育委

員会としてということです。 

（質）県外からの受入れは導入する方針ということでいいんですか。 

（答）そうですね。ただ、何回も言いますが、確定ではないです。今の段階で方向はそう

したいと考えています。 

（質）県内中学生との公平性という部分ですが、今日の教育委員会では検討会でもう一度

やるべきだという話でしたが、検討会では別の場でやるべきだとしたものを戻したと

いうことですよね。戻したものを２月までにもう一度検討する予定はあるんですか。 

（答）それは会長と相談させていただきたいと思います。会長を悪者にしてはいけないん

ですが、もう一度皆に寄ってもらったらということになれば、そうしなければいけな

いですし、昨日の終わり方が、検討しないことにしたわけではないので、もう少し会

長と相談しないといけないです。 

（質）この部分は一番県民に関わる部分かと思うんですが、この部分を決めないままの素

案を県民に提示してパブリックコメントを実施するということは順序として逆になら

ないんですか。 

（答）パブリックコメントを白か黒かみたいなのでもらっても、というふうに考えた中で、

検討会で具体的に決まってきたので、どの時点でとるのか、実は何日からかというこ

とも決まっていませんので、それも相談させていただきたいと考えています。 

（質）２月までにやるというスケジュールは変えないんですか。 

（答）それを変えてしまうと、受験生に影響が出ます。受験生に影響があるから変えない

というわけではないですけど、そこがぎりぎりの線だと思うのでそれは変えないです。 

（質）整理なんですが、県外から受け入れる方針は決めたと。この素案を決めてないとい

うことですか。この制度をこれから完成させるということですか。 

（答）検討会の中でまとめ上げたものが、この検討対象校になりますので、これから検討

対象校が「ＰＴＡ等から」とありますが、いろんなところから意見を聞いてどうする

かとか、協議会もありますので協議会で聞いてどうするかというようなことを踏まえ

たうえで、次の年度の受験生に持っていきますので、入れるという方向は変わりませ

んけども、何が残っているかというと、まだそこのところがまったく進んでいません

ので、それは残っています。 
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（質）これからパブリックコメントにかける素案の仕組み、あれ自体もほぼあの形で導入

するのは決めているのですか。第４回の検討会で示された素案で、あの仕組みでほぼ

導入するんですか。 

（答）パブリックコメントに、どういう資料を付けてというのは、まだ一昨日終わったば

かりで決めてませんが、具体的にこういうことを言わないとわからない、でもこれを

言ったことによって、この高校はした方がよい、この高校はしたほうが良くないとか

そういう意見が出てくるかもしれない。そうなると、私たちが求めるパブリックコメ

ントのイメージとは若干ずれることもありますので、これをそのままということも含

めて、事務局内で検討させていただいてますので。 

（質）仕組みについてはまだ検討中ということで、３つの観点で、３つの類型にして、そ

の考え方を持って県外からの受入れをやるというのについてはほぼ？ 

（答）そうですね。この観点を書いたうえで、県民の皆様にきちんとお示しをして、それ

で意見をいただくということになります。 

（質）県教育委員会としても、この制度を導入していく方針だということですか。県外か

ら受け入れる制度を導入する方針を決めたということですか。 

（答）そうですね。パブリックコメントでどうなるかというのは置いておくとしたら、こ

れまでそのために検討会を重ねてきていて、検討会がそういうふうに方向性を示して

くださったので、県教育委員会が最終的に決めるわけですけど、検討会の議論をその

ままとれば、進めるというふうに決めていくということです。 

（質）検討会がそういう方向性を示したというのが一つの理由で、今日の教育委員会定例

会でも了承を得られた？ 

（答）了承というか、報告題として、第４回までの報告、第４回までの検討でこのような

方向になりますと報告させていただいたので、議案ではありませんので承認しました

とかのそういう行為があるわけではありません。報告において、これは反対するとか

の意見はなかったというのが事実です。 

（質）異論はなかった。３つの類型の中で、県外からの受入れをやっていきますというと

ころまで？ 

（答）第５回の検討委員会も踏まえたうえで、教育委員会としては、定例会の中でどのよ

うな形のイメージもないですが、そこで正式にやっていこうということが決められる

という手順になります。 

（質）正式にはですね。方向性としては？ 

（答）何度もご質問いただいて、うまく答えられていないのかもしれませんが、今の段階

では、検討会がこう来て、教育委員会でもこういうことなので、そういう方向で進め

ていくということに変わりはないです。 

（質）ほぼ、再来年の入試では県外からの受入れを実施される方針だとみていいと？ 

（答）はい。 

 

○英語教育について 

（質）幹事、そのほか項目でもいい？ 

（質）どうぞ。 
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（質）先に俺、手を挙げてるじゃないか。まあ、先にやりたいんだったらやったらいい。 

（質）どうぞ。 

（質）一昨日、津の義務教育学校、総合教育会議で行かれましたよね。英語学習まで見ら

れたわけだけど、今後、委員から各校へどう水平展開するかという話が出てましたけ

ど、それについては教育委員会はどういうふうに？ 

（答）各市町とも初めての試み、特に小学校については初めての試みなので、非常に不安

に思っている市町の教育委員会もありますので、７月の段階でそういうこれから小学

校・中学校の英語をどうしていくかという話で、市町教育長が集まっていただいた会

議の時に、不安に思っておられることとか、どのような時間に英語を学習するかとか、

いろんなフリーな意見を出していただきました。そのうえで、文部科学省の方からも、

いろいろ教材を送っていただいたりとか、あるいは説明会を開催していただいたりし

ていますので、そういうことをきちんと市町の教育委員会を通じて各学校に伝わるよ

うにしたり、あるいは要請があればそこに行って説明をさせてもらったりとか、今そ

ういうことをやっているところです。 

（質）あそこを見て、教育長自身の率直な、あそこでやってた英語学習、小１から中３ま

で、見たのは小２と小６ですけど、印象はどうですか。感想というか。 

（答）小学校の子どもたちは、英語に慣れ親しむというか、音楽を聞いて楽しそうなとこ

ろからはじめているんだな、ここから取りつけば嫌いにならないんだろうなというふ

うに考えました。もう一つ、高学年の方については、私が中学校の１、２年生で習っ

た 「I want to go to どこどこ」で、と文法的な英語の繰り返しをやっていたので、ち

ょっと楽しくない子もいるのかなと感じたのも事実です。 

（質）学校の評価はどうなんですか。 

（答）そういうことも含めて、中学校の先生と小学校の先生が交じり合って英語をいろい

ろ、子どもたちのために一生懸命考えてくださっているので、すばらしいこと、挑戦

的にいろいろ考えておられるなと感じました。学校の評価はということについては。 

（質）母国語の教育体系が頭の中でしっかりしなければ、外国語を導入しても、結局、両

方ともダメになって、それはある程度、知見があるものです。新学習指導要領は、小

５小６の英語学習から、さらに小３からに学年を下げました。小２ぐらいまでである

程度、母国語は基礎ができているので、導入しても大丈夫だという話で、幼稚園児ま

でおろす気はないという話があるが、その辺のことは県の教育委員会として、定見は

あるんですか。 

（答）確かに、母国語というか認識というか認知というか、そういうことが大体わかって

くるのが、小学校に入ってそれこそ「あいうえお」から勉強して、単語を勉強して、

小学校１・２年生ぐらいかなと自分の経験も踏まえてそうなので、小学校３年生ぐら

いから他の言語を学びながらというのは、教育委員会として定まった見解は持ってい

るわけではないですけど、それが流れかなという感じは持っています。 

（質）本来、各県である程度の所の考え方というのを持たないとできないじゃないですか。

三重県も県の教育研究所があるわけだから、その辺が休職教師のたまり場じゃなくて、

本来の研究というのがされているのかどうかですね。 
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（答）他県、例えば福井県ですと、小さい時から英語教育に、それは福井県のこれまでの

学習状況とか踏まえて研究をされているところだと思いますので、三重県においても、

移行措置とか先行実施みたいなところがありますけど、その期間にもう少し三重県と

してどうあるべきかというのは研究をしていきたいと考えます。 

（質）それは、教育研究所中心でということですね。 

（答）そうですね。小中学校、教育研究所を含めて、どうあるべきかというのは本当にス

タートラインですので、英語については、そこはきちんと考えたうえで出発しないと、

三重県で英語を学んだ子が、バラバラになってはいけないと思うので、それは大切な

ことだと思いますので、小中学校の課と教育研究所を含めて検討したいと思います。 

 

○県立特別支援学校における技能検定について 

（質）発表事項について聞きたいんですが、清掃業務なんですけど、特別支援学校の子と

いうのは、なかなか行き先が、それほど重い障がいとかでなくても清掃しかないとい

う話も逆によく聞いたりするんですけど、卒業生の中で清掃に行かれる割合とか、ど

れくらいですか。 

（答 特別支援教育課）おっしゃっていただいたとおり、清掃技能検定を受けた生徒たち

ですが、すべてが清掃業者に就職するわけではございません。ただ、今ですと、介護

福祉関係を含めて老人・高齢者の施設とかで清掃なんか重宝されている状況もありま

すので、あるいは、製造業等も含めて清掃というのはついて回りますので、様々なと

ころで清掃というものを仕事上の切り出しという形で就職していっているという状況

です。 

（質）特別支援学校を卒業されて就労された方のうち、清掃業務というのはどれくらいの

割合ですか。 

（答：特別支援教育課長）昨年、一昨年大体計算させていただいて、３割くらいのお子さ

んがこの清掃技能検定を修了したお子さんで、清掃関係の仕事に就いていると。清掃

業者以外も含みますけれど就いているという状況です。 

（質）障がい者雇用って、三重県は頑張っていらっしゃると思いますが、就ける職種をも

う少し多様化させていけるような施策とか、教育委員会でやれることってあるんです

か。 

（答）教育委員会としてとおっしゃっていただきましたので、偶然にも、私が昨年度まで

雇用経済部というところにおりまして、雇用経済部の障がいの担当のところにおいて

も、先ほど切り分けという単語を使いましたが、一つの業務のなかで、このように切

り出して、ここができるどこができるというようなモデル的なのをやってますので、

そういう意味合いでは向こうできちんと職種というか就職できる仕事というのは広げ

てくれると思いますので、それと、こちらの高等部とか中等部とか連携しながら、こ

んな事だったらできる、ああいう事ができると、常に連携させていただいてますので、

そこで広がっていくのかなと思います。 

（質）広がっていってますか。数字は出てますか。 

（答）数字では承知していません。 
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○県外からの県立高等学校への入学志願について 

（質）ちょっと、越境入学に戻って恐縮なんですが、出た結果を見ていて、活性化協議会

を設置している学校は認めるとありますけど、最初の頃かな、水産高校の先生がおっ

しゃってたんですけど、もともと認めているけど、だからといって生徒がよそから来

てくれるとか、そんな甘いことはないと発言されていたと思うんですけど、教育長が

活性化の議論になって良かったとの発言をされましたけれど、スポーツ強豪校は別な

んですが、他の所にそう易々と県外から来れますよと言っても、東紀州の学校の定員

割れが突然回復するようなことは、おそらくありえないと思うんですけど、きちっと

施策に結び付けていかないと、１回目の時の議論で恐縮なんですけど、教育産業の専

門家の方が、県内１学区にすると却って一番人気のある学校に生徒が集まるような状

況が加速されるという他県の傾向のご発言もあったと思うんですけど、各学校を活性

化させるとおっしゃってるんですけど、実態としてこれまでもあったので、スポーツ

の強豪校はほとんどだったと思いますが、それ以外の所というのは、あたかも越境入

学を認めたら活性化するかのような、そんな甘い話では全然ないと思うんですけど、

そのあたりどのようにこれをつなげていくかというのはあるんでしょうか。 

（答）来てくださる高校生の子に定員が少ないから来てもらうという、そういう言い方と

いうのは大変失礼なことにもあたりますので、そういう議論ではないんですけど、地

域でその学校の魅力化というのは、学校だけではなくて地域の皆さんとそれこそ活性

化協議会をいろいろ各校ごとに作って、こんなんにしよう、あんなんにしようと、も

のすごく考えてくださっているんですね。その中で、中学校まで違うところで育った

子が来てくれるんだったら、こんなんにしよう、あんなんにしようという、逆に言う

と前向きに考えてくれるきっかけにもなるので、易々と口を広げたからどうぞどうぞ

と言ったってというのがありますけど、他県の状況も勉強させていただいて、そうい

う所で逆に活性化した例もありますので、双方向でうまくつなげながら認めていけた

らなと希望的な観測を持っています。 

（質）今後、来年度以降決まってから考えるということですね。 

（答）そうです。 

（質）そもそもは規則違反から始まった話なので、規則違反をそのまま認めるようなこと

はできないというような話を知事も最初されていたと思うんですけれども、結局、実

態を見ると、規則違反を追認されたということなのかなという印象を受けるんですけ

れども、いかがでしょうか。 

（答）処分という意味でしょうか。 

（質）処分じゃなくて、結果的に越境入学を１回やめるとか、そういうことはなくて、普

通にこれまでやっていた学校に同じように入れるような実態っていうのが続いたんじ

ゃないかなと思うんですが、その辺はいかがでしょうか。 

（答）本日の一番最初の質問でも答えさせていただきましたけども、確かに曖昧にしてい

たところはあったかと思うんですが、でも、それが続いていくことでというのはあり

ましたので、今回、先ほども活性化につなげていくということで広げる、そんなもん

じゃないというご意見も頂戴しましたけど、いろんな意味合いでこれからそこの少子

化、子どもがどんどん減ってきて、どんどん少なくなる中で、地域とともにその学校
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がどうやって生き残っていくかといった時に、考えるきっかけに、ゼロからスタート

しましたので、皆様にも言われて調査も８校１１６人、そこから調査をして、子ども

たちにも聞き、先生たちにも聞きということで、そこから始めてゼロからスタートし

たというふうに考えていますので、そういう意味合いでは追認ということよりは本当

にどん底から、ゼロから考え直したというふうに私は理解をしていますので、追認と

いう考えは今は全く持っていません。 

（質）結果的には追認ですよね。 

（答）部活動ということについても、部活動を通じて本当に地域に非常に良い影響を与え

るというのも、こういういろんな議論をする中で地域からも聞こえてきたということ

がありますので、部活の子を追認ということではなくて、今いる子どもたちもちゃん

と定期的に安全・安心を見ながら学校がきちっと見ているということもきちっと整理

して、それもできておりますので、追認という言葉は私の口からは言えないような状

況というふうに考えております。 

 

○部活動ガイドラインについて 

（質）分かりました。あともう１件、別の件で昨日、部活動ガイドラインの策定委員会を

取材させていただいたんですけれども、せっかく今、時代の流れで日本の教諭・先生

方がめちゃくちゃ忙しくて、それを変えていかなきゃいけないということ、それから

過剰な部活動っていうものは、いろんな意味でマイナス面も大きいということで、そ

ういうことにある程度しっかりと結論を出したガイドライン案を作られたと思うんで

すけれども、出席してらっしゃる委員の方が、基本的に部活をめちゃくちゃ一生懸命

やってきたような、進めてきたような方が大半で、「これはガイドラインなのか、規

則なのか」とか、「こんなこと書かれたら守らなきゃいけないと思っちゃうじゃない

か」などですね、かなり「ガイドラインなんだからもっと柔軟な表現にしてほしい」

とか、こういう意見の方がいらっしゃるのは良いんですけれども、そういう方ばっか

りという、お一人、お二人はそうではない方もいらっしゃいましたけども、委員の人

選の仕方が、取材をしますと「各種団体に推薦していただいている従来と同じ方法で

推薦していただいている結果の委員の方です」ということですけれども、あの策定委

員会の委員の選定として、あれは適正なのかなと、結局、せっかく作ったガイドライ

ンをあの方々の言うとおりにするのであれば、絶対土日というのはもっと表現を弱め

てほしいとか、２時間というのをもっと柔軟にしてほしいとか、そんな声が多くて、

あれをそのまま受け入れれば結果的にガイドラインが骨抜きになるんじゃないかとい

う印象すら受けたんですけれども、そのあたりいかがでしょうか。 

（答）昨日の話の内容の結果については聞いております。ただ、そのガイドラインを設定

して、それを今度は学校の部活動の運営方針に入れて、そして見直しを行って、点検

をしていくということもきちんと書き込んでいますので、それをどういう形でという

のはあるかもわかりません。またそれが県教委の保健体育課、教育委員会がどうだっ

たかというのも返っていきますので、子どもたちの健全な成長のためというのが一番

ですので、先生方の働き方というのももちろんなんですけども、子どもたちの健全な

成長のためにこういう休養日であったり、した方がいいんじゃないかということをお
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示ししたので、もしそういうことであれば、そういうことであればと言うのは、台無

し、ないがしろにするということになるのであれば、それは間違っているので、今、

まだこれも中間案の段階ですので、これからパブリックコメントを取り、議論を重ね

ていくんですけども、今の中では、何回も言いますけど、学校の部活動運営方針の中

に入れて、どういうふうにしていくかというのをきちっと学校ごとに作るということ

になっていますので、そういう意味では保障されていくのではないかというふうに考

えています。 

（質）昨日の議論の中で、四日市の高校の校長先生が、土日どちらかは休みっていうのは

明記したら現場が困るんじゃないかとまでおっしゃったんですけど、働き方改革とい

う観点で言えば、せめて週１日ぐらいは全く学校に先生が来なくていい日を作るとい

うのは、働き方改革の観点から言えば当たり前のことだと思うんですけれども、それ

すら、あそこの委員会の委員の意見を反映すれば、おそらく表現を弱めざるを得ない

ということになると思うんですけれども、それっていうのは、それでいいんですか。 

（答）今回も、今後、委員会というのを何回開催するとスケジュールでは言っているんで

すけど、もし、もう少しきちんと理解をしてもらう必要があるというふうに考えれば、

本当に何のためにこのガイドラインを作るのかというのをもう少しみんなときちんと

話をする時間も必要かなというのを昨日の会議の結果を読んで思いましたので、そこ

をもう少し幅広に考えさせていただきたいというふうに思います。 

（質）委員の選考の仕方というのは、要するに従来の慣例のとおり選びましたというお答

えでしたけど、それでいいんですかね。 

（答）大体どの代表からかというのは教育委員会の場合はそうですので。今回の座長の先

生には生理学というか、子どもの発達とかそういうことからきちっとお話をいただけ

る先生ということで、そこはもう固めてありますので、後はこれからＰＴＡとかいろ

んな所にも意見を聞いていきますので、大体ちまたでは半分半分に分かれている、越

境入学と同じように意見は半々に分かれていますので、多数決で決めるものではあり

ませんので、何回も言いますけど、子どもたちが健全に成長していくためにどうした

らいいかという観点でやっていきますので、そこはガイドラインをきちっと、規則と

かそういうことではないですけど、守ってもらうようにということで担保していきま

す。 

（質）委員の選考の仕方は従来の慣例のとおりで問題ないと思っていらっしゃるのか。 

（答）今はこういう形で選んだことに間違いはなかったというふうに思っています。 

 

○県外からの県立高等学校への入学志願について 

（質）越境入学の話で、もう一度、県外受入れを決めるに至った理由というのを改めて教

育長の方から。 

（答）受入れを決めたというのは？ 

（質）方針を決めた理由を、もう一度教育長から。決断するに至った理由を。 

（答）確定とか決断とか決めたというのは、もう少し後かなと思うんですが、検討会でず

っと議論いただいてきて、この３つの観点でこういうふうにした方が良いんじゃない

かというふうに今の方向性がなっていること。もう一つは、教育委員会、今日の定例
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会でも報告をさせていただいて、それに対して異論というものはなくて、皆そっちの

方向を向いていると、教育委員の皆さんが。その２点です。 

（質）改めてそういう議論を聞いて、どういうふうに県教育委員会として判断されたのか

なと思ってですね。 

（答）最終的には教育委員会で決めるということですので、繰り返しになって質問に対す

る答えになっていないですけど、意見がこういうふうになってきているので、方向性

はこれ以外にはないかなというふうに考えているのは事実です。 

（質）さっき理解ができなかったんですけど、活性化協議会について、もうちょっとそこ

の部分を。 

（答）今日の資料にもありますが、２ページの「３ 今後のスケジュール」というところ

がございますね。誤解は受けていないかと思いますが、１ページの２（１）は「検討

の対象となる学校」ということで、ア、イ、ウ、なんですね。次には、じゃあ、そこ

が全部ということではなくて、次に来るのは、その検討対象校となった学校が本当に

どういうことを、対象になるだけであって、本当に県外から来てもらう学校になるの

かどうか、それをどういう意味合いでするのかどうかということをＰＴＡとか、ある

いはここにある、例えばアですと活性化協議会がありますので、そういう所で実際に

入れたり、あるいは地域の方の意見も入れてですね、そういうことを聞いた上で実施

するかどうかを検討すると、まだそこが残っているという。 

（質）それは各校でということですか。要は、大枠として制度としてはこういう方向だけ

れども、対象となった高校がやるかどうかっていうところはまだ？ 

（答）そうですね。まだまだこれからです。先ほどの質問にもありましたように、地域と

して本当にこうやってするのかどうかとか、それこそ教育委員会が勝手に決めるわけ

ではないので、何回も言いますが、地域の活性化のために、小規模校であり、唯一の

職業学科であり、部活というのを活用させていただくということですので、そういう

意味合いでということです。 

（質）その前の質問に重なるんですけど、要はこの県外からの受入れというのを導入する

方向だということで、それに対する教育長としての期待というか思いみたいなのをも

うちょっと知りたいと思うんですけど。 

（答）本当にマイナスからスタートしたきっかけでしたけど、検討会の中でいろんなご意

見をいただいてこういう方向性になった。それが一つは、地域も考えた地域の中の学

校という、地域全体を考えた中で、こうしたらいいんじゃないかっていうような方向

性を導いていただいたことについては、非常にうれしく思います。本当に最初は、部

活で、越境で、子どもたちがという非常に狭い観点だった自分が４月２６日には居た

かと思うんですけども、逆に検討会とかでもいろんな意見をもらう中で、そういうこ

とかということに途中からですけれども気づかされたということは大きなことだった

というふうに思います。 

 

○いじめ防止について 

（質）国家予算要望ですが、いじめ防止で弁護士を入れるというのは他県でもやっている

のかどうか。 
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（答）今回、文部科学省の概算要求を見たら、専門的なところについては弁護士を入れて

というのが出てきたものですから、三重県もそれに乗っかろうということでやってい

ます。 

（答 生徒指導課）現在この事業を受けているのは２か所です。三重県と箕面市。 

（答）それは、今年度は文科省のモデル事業みたいな形で、調査研究事業で利用させてい

ただいているということです。 

（質）それは、要は国のプログラムの中で弁護士活用というのがメニューで入っているか

ら、予算を取りたいということなのか。 

（答）いじめ防止条例を作っているので、やっぱり専門的なこととか、あるいは弁護士の

専門的なことで子どもたちを導いてもらったりとか、解決の糸口というのには、やっ

ぱり弁護士の力って必要だなとずっと考えていたところへ、８月の文科省の概算要求

が出たものですから、県財政が厳しいところでもあるので、そこをぜひ活用させてい

ただきたいということで、というところが現実です。 

（質）その部分の中に今、警察職員まで広げるというのはないか。 

（答）そこはちょっと聞いてないです。 

（質）あくまでも弁護士？ 

（答）あくまでも弁護士です。 

（質）逆に、逆提案する気もないか。７、８年前に県警から警部級に来てもらって荒れて

る学校を回らしたじゃないですか。それ以来県警から人が来てますよね。 

（答）はい。来ていただいています。 

（質）それである程度おさまった部分あると思うんだけど、校内が荒れるっていうのとそ

れをおさえるというのは別かもしれないけど、でもいじめの温床にはなっている部分

もあるんで。その辺の実務経験とかそういうのは警察職員の方が上じゃないですか。 

（答）きれいごとか分からないが、警察というもう一つ手前でいじめなり、暴力行為なり、

そういうのは止めたいなと思っています。 

（質）要は警察嫌いっていうこと？ 

（答）警察さんも学警連という形でそれぞれ学校が警察と常に連絡を取り合っているので、

その中で１０年ぐらい前からいろいろ社会の状況も変わっている中で、そこも含めて

いろいろ連携は図っていてうまくいっていると思いますので、改めて国に要望して入

れてくださいというのは今は考えなくても、うまくいっているというふうに考えてい

ます。 

 

○県外からの県立高等学校への入学志願について 

（質）硬式野球は、結局、第４回の最後は事務局と検討会会長が協議するということにな

ったんですけど、今日の資料でも検討会で取りまとめられた具体的な制度として、直

近５年間に出場した硬式野球部となってますので、もうこれは検討会として取りまと

めたのは直近５年間全国大会、これを基準にするということでいいんですか。秋の大

会での優勝校とかなんとかそんな話も出てましたけど、あれはもうない？ 

（答）はい。ここに書いたとおりです。 
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（質）じゃあ、もうこれで３０年度対象となる学校は、数は決まるわけですね。２５でい

い？ 

（答）２５校です。 

（答 高校教育課）具体的な校名については、この内容で確認させていただきまして、野

球を含めて、今おっしゃったように菰野高校が検討会から増えて、このように２５校

というふうに。 

（質）野球のことについては、今度、検討会では承認は取るっていうことなんですか。 

（答 高校教育課）会長とは協議させてもらいまして、委員の方にも流しておりますが、

正式には検討会という場がありますので、そこで最終的には確認するということは必

要かも分かりませんが、委員の方にも確認をとって進めているということです。 

（質）あと、県内中学生の公平の問題、次はその問題ですよね。 

（答）はい。それが残ってます。それは今日の教育委員会の内容を受けて、会長とは相談

をしたいと思います。 

（質）検討会と相談するわけではなくて？ 

（答）はい。まず会長と相談します。 

（質）そうすると、パブリックコメントってどういう位置付けになるんですか。 

（答）先ほど申しましたように、どういう形でっていうのがまだ事務的に詰め切れてなく

て、ちょっとまだそこは。 

（質）いや、今回の位置付けですよ。まあ検討会が大体こう方向性を示して、県教育委員

会も、もうほぼやります、やる方針を表明されて。で、パブリックコメントというの

はどういう？ 

（答）検討対象校というのを校名で見るとこういう形になると。１、２、３を分類すると

こういう形なので、取り方は別ですけど、１、２、３について具体的な名前はこうい

うところだけれども、皆さんのお考えとしては、これをどういうふうにしていったら

いいと思うかみたいな位置付けについて、皆さんのご意見を広くうかがうということ

をするという感じになりますかね。何かをイエス、ノーで聞くというのではないとい

うふうには理解をしています。 

（質）現場で聞いたら、パブリックコメントを受けて、またその案に反映させていくとい

うふうに聞いた、そういう認識を持ったんですけど。 

（答）極論ですけど、私たち事務局もそれから検討会もですけど、本当に４回中身の濃い

議論をしてきて、多分抜けているのは無いと思うんですが、本当に抜けているところ

とか、そういうことがあれば、県民の皆さんでこそ気が付くということがあるかもし

れないので、それはやっぱり１つのプロセスとして、お聞きするというのは絶対必要

だと思いますので。勝手に決めるというのではありませんので。 

（質）何か抜けている視点がないか、イエス、ノーではなく？ 

（答）そうですね。今はもう結構細かくきたので。ただ、無いとは言い切れないと思いま

すので。 

（質）ちょっとその越境の件で、そもそもそのどういう学校で、じゃあ受け入れるかとい

う考え方の案を決めてきたわけじゃないですか。それに基づくと、例えば特別コース、

特別枠を設けてる学校が１４校ですか、というふうな形で２４校が対象として挙がっ
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てきて検討しているという流れがあるのに、じゃあそれに野球が入っていないから野

球については別で設けましょうか、というのはこれはやっぱりなんかこう後付けであ

ったりとか、そもそもその学校ありきみたいな思われ方しませんかね。 

（答）野球というのは、ちょっと他のバレーボールとかそういうのとは違って、まあ具体

名を言ってしまえば甲子園みたいなのもありますので。まあ後付けというよりは、き

ちんと本当にどういうスポーツでやるかは別にして、本当に地域とともに、地域も応

援して、そこへ選手がいることで。 

（質）選手というより他の競技とどう違うんだというところまできちっと根拠をつけて説

明するとか、その条件にそういった説明というのがなしに、野球が入ってないよね、

じゃあ付けようかというのが、そのお考えとしていかがですか。 

（答）答えになっていないかもしれませんが、これからある時期が来たらもう１回このス

ポーツの内容で良かったかどうかとかいう見直しというのも必要かなというふうに思

うんですね。今年決めたからもう永年にとかあるいは今年決めてまた来年ということ

でもなくて、それはそういう考えの中で。ただ、野球というものが本当にある意味、

日本人にとって国民的なスポーツという社会的認知も得ている中で、大きな大会やそ

れこそ報道関係の方まであるという中で、ありきというよりは、あって普通かなって

いうふうに考えているのは事実です。 

（質）県内の生徒が出てても全然県大会で戦ってですね、甲子園に行くことができると思

うんですけど。そんな中で受け入れようとする根拠は。国民的スポーツっていうのが？ 

（答）それは可能だと思いますね。やっぱり国民的スポーツっていうか、やはりまあ子ど

もも小さい時から普通に馴染んでいるし、テレビでも新聞でも一番報道も多いし、普

通のみんなに触れて貰うスポーツなので。 

（質）そういう頃から馴染んで国民的なスポーツだから、じゃあ受け入れていいですとい

うところで、どうロジックが繋がっていくんかなっていう質問でした。 

（答 高校教育課）スポーツ特別枠選抜というのは、県の方で強化指定をしている学校と

いうことにはなるんですけども、これを決めるにあたりましては、高体連と高野連が

あり、野球は高野連になりますので若干違うところもある中で、野球以外については

一定の期間の中でのですね、こう指定の方法をとっているというふうなこともありま

すので。やはり自由な考え方を野球の方にも適用をしていく必要があるんではないか、

という観点でもご協議いただいたかなというふうに思ってるんですけども。 

（質）それ以外に漏れる競技がいっぱいある中で、なんで野球がついてくるんだっていう

質問をしてるんですけど大丈夫ですか。 

（答）何回も言うんですけども、一般的にオリンピックでもどんどんスポーツもある中で、

今初めてこう挑戦させていただく部活という中では、実際、野球というのも、皆が愛

しているスポーツだというのもありますので。答えにはならないんですけど。入れな

い方がおかしいのかなというロジックで。 

（質）県外からの受入れなんですけど、これ別にその制限はないですか。全国どこでもど

こからでも受け入れる制度？４７都道府県、全国から募集するということになります

か。入学枠を広く設けるということか。 

（答）そういうことになります。 
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（質）越境入学で、今まで受け止めも何度かおっしゃっていただいていると思うが、改め

て、このスポーツ強豪校に関して規則違反だった越境入学が、今回の制度で認められ

るようになる。ここに対する受け止めをちょっと聞きたいんですけど。こういう案が

出たということに対して。 

（答）先ほども申し上げたのと同じようなことになるかもしれませんが、きっかけは、や

っぱりそこだったと思うんですね。越境でスポーツ強豪校に、親が転住ということを

規則に明記してありながらそれどうなん、とそこから始まっているのは事実なんです

けど、そこから考えて、本当にゼロベースで考えてこうなったということなので。先

ほども追認という単語も使われましたけど、こちら事務局としては、追認とか結局は

認めてしまうというような考えではありませんので。これから子どもたちがだんだん

減ってる中、地域の活性化も考えていかなければならない中、そういうことについて

ゼロで考えてこういうふうになったという理解をしています。 

（質）そうすると、そのいわゆる小規模校だとか、そういう定員割れ対策として越境入学

というものをあげている一方で、それに抱き合わせてその強豪校からの越境入学とい

うのもあって、なんかゼロベースという言葉を使われてしまうと最初にあった問題が

なんか？ 

（答）同じ事を言うことになるかもしれませんが、やっぱり地域の活性化っていうこと、

子どもがどんどん少なくなって本当に減ってくるんですね。その中で、その地域が若

い子どもたちも、高校生も中学生も小学生もですけど、地域を活性化していくという

一つの方法として小規模校というのもありますけども、部活ということを活用して地

域を活性化するという一つの手段であるというふうに考えておりますので。越境じゃ

なくて、そこがさきほど他社からも言われた、そういうことに気付かされたというの

もありますので。それが事実です。ゼロと言ってしまうととおっしゃられるのもよく

分かるんですが、地域の活性化の一つの手段として、本当に地域がその部活でもって

盛り上がって、子どもたちが来てくれたんだというのを実際に見聞きしてますので、

それが一つの手段だというふうに考えています。 

（質）さっきからおっしゃっている地域の活性化というのは、部活動に関しては、例えば

来年のインターハイなのか、国体、オリンピック、そのあたりで県内の選手、学校が

勝っていく、盛り上がっていく、そういうことも想定した活性化ということになるん

ですか。 

（答）そうですね。あるという事実は無視はできないと思います。確かに三重県でインタ

ーハイがあるから、あるいは国体があるからということで、私、前の部で商工会等の

経済団体の人とかと会って話をしていると、やっぱりああいうのが来てくれるからと

いうのを活性化の一つの手段と言ってくれるので、やっぱりそのことがあってという

のは大きな一つの要素になると思います。 

（質）県外から募集するにあたり、今後どこからか、例えば愛知県とか隣県にするとか、

そういう制限を設けるとか、そういう考えは？ 

（答）今は全く、事務局としてもそういう考えは持っていません。 

 

（以上） １２時３３分 終了 


